
１　基本方針
　市民が安全で安心して暮らせる災害に強い都市づくりを実現するため、消防機関に
必要な環境を整備し市民の安心安全を図ります。

２　平成22年度の主な取組
　　(１)　消防力の強化
  　　　①　災害時の活動拠点となる消防署・所について老朽化の著しい庁舎から整備し
　　　　　ます。
　　　　②　市有建築物の耐震化実施計画に基づき、消防分団車庫の耐震診断を実施しま
　　　　　す。
　　　　③　老朽化及び法的規制を受けた消防車両の更新整備を図ります。
　　　　④　消防業務に必要な専門知識、特殊技能習得のため、研修計画に基づき人材育
　　　　　成を推進します。
　　　　⑤　震災対応のための消防水利の設置を推進します。
　　(２)　火災予防の推進
　　　　①　設置が義務付けられた、住宅用火災警報器の未設置住宅への設置促進を図り
　　　　　ます。
　　　　②　消防フェア、火災予防運動を通じ、防火思想の普及高揚と防火管理体制の強
　　　　　化を図ります。
　　(３)　救急体制の充実
　　　　①　救急活動に必要な資器材を確保し、市民に的確な救急サービスを提供します。
　　　　②　市民に対する応急手当の普及啓発を推進し、救命率の一層の向上を図ります。

３　消防局予算額 （単位：千円）

消防局　平成22年度局運営方針(案)

2,765,214 3,282,802 517,588
増　　減平成22年度当初予算額平成21年度当初予算額
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４　消防局主な事業の概要

　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額

<新規>

(仮称)緑消防署等複合施設 29,679 　(仮称)緑消防署等複合施設の設計等に着手する。

の整備 <内容>

(施設課) ・基本設計

・地質調査他

<事業計画>

・平成22年度　　　　　基本設計等

・平成23年度　　　　　実施設計等

・平成24年～25年度　　建設工事

・平成26年度　  　　　供用開始

<施設概要>

・緑消防署移転

・尾間木公民館及び同施設内の地区社会福祉協議会事務

　所移転

・児童センター新設

<参考>

　所在地  緑区大字大間木地内

(内谷・会ノ谷特定土地区画整理事業地内)

　敷地面積　　4,227.27㎡

　計画延面積　4,545㎡

摘　　　　　　　要事　業　名
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　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　要事　業　名

<拡大>

大宮消防署下町出張所の 715,397 　消防体制の充実強化を図るため、消防署所の整備

整備 を推進する。

(施設課) <内容>

　大宮消防署下町出張所の老朽化に伴う移転建設工事を

①市債 674,500 行う。

②一般財源 40,897 ・下町出張所庁舎移転建設工事(継続費)

・建設用地購入費　

<継続費>

<事業計画>

・平成22年度　建設工事

・平成23年度　建設工事・供用開始

<参考>

　所在地　大宮区吉敷町１丁目132-１他

　敷地面積　1,519.74㎡

住宅防火対策推進事業 3,153 　住宅防火対策を主眼とし、放火防止対策を含めた

(予防課) 火災予防の普及啓発を図る。

<内容>

　 ・予防広報活動費

<参考>

・住宅用火災警報器設置率

　平成21年６月調査　59.1％

　平成25年度末目標　70％以上

<財源構成>

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

平成22年度 310,000 0 294,500 0 15,500

平成23年度 310,000 0 294,500 0 15,500

計 620,000 0 589,000 0 31,000

年度 事業費
財源内訳
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